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設立趣意書抜粋（地区の特性等） 

 
 １ 経緯 

松浪地区には、１４の自治会があり自治会連合会を組織して、自助・共助、地域住民相互

の連帯感、自治意識の向上を図っています。また、自治会以外の諸団体も地域の課題に専門

的に取り組んでいて、年間を通して様々な地域活動を行っています。 

 一方で本地区では、少子高齢化や核家族化に伴って生活様式も多様化してきており、個々

の団体だけでは解決できない様々な問題があり、地区全体で課題に対処していく必要性が生

じてきています。 

 そして、全国的に新たな地域コミュニティ制度が設けられつつある中で、茅ヶ崎市におい

ても、茅ヶ崎市自治基本条例第２５条（コミュニティ）及び第２６条（協働）に基づき、市

と地域が協働して取り組む新たな地域コミュニティ制度、「（仮称）まちぢから協議会」を組

織することになりました。 

 本地区でも、地域の身近な問題を住民自身の力で解決したいという機運が高まり、平成２

４年７月、茅ヶ崎市が提案する新たな地域コミュニティ制度のモデル地区に参画することを

決め、自治会連合会が中心となって、標記の会の設立準備を進め、既存の「松浪地区街づく

り委員会」のご理解を得て、「（仮称）松浪地区まちぢから協議会設立趣意書」、「規約」及び

「フロー図」を作成しました。 

 今後はこれらの資料を地域住民及び関係団体に配布・回覧し、平成２５年度当初を目途に

「（仮称）松浪地区まちぢから協議会」を設立したいと考えています。 

 

２ 目的 

(1) みんなで地域を考え、地域社会を活性化する 

地域の様々な個人や団体の方々が、自分たちの地域について話し合い、地域での課題を

共有し、その課題を解決するために必要なサービスや事業を、地域が市と協働して実行す

ることにより、地域のまちぢからを高め、地域で活動している多様な担い手が連携しやす

くなり、地域社会を活性化する。 

(2) 自助・共助・公助のまちづくり 

活力のある地域社会を持続可能なものとしていくため、地域の様々な個人や団体の方々

と市が、それぞれの責任の下で役割を担い、日常の問題を解決する環境づくりを進めるこ

とで、地域における支え合いのカタチを再構築し、共助の拡大につなげる。 

(3) 地域住民主体の市政 

地域の様々な事情を踏まえ、地域で何を優先して実施すべきかという選択が行えるよう

になり、地域課題に予算・設備を効果的に活用し、事業展開ができるようにする。 

(4) 地域住民の生きがいづくり、自己実現の場を創出する 

地域での活動のきっかけとして気軽に参加できる環境を整備することで、潜在的な人材

を発掘するとともに、参加者が楽しみながら生きがいを得られるようにする。地域の団体

にとっても、新たな担い手や活動への参加者が増え、活動の幅を広げるようにする。 



認定審査基準確認表 

 

 松浪地区まちぢから協議会  

審 査 基 準 基準への適合状況（申請時） 基準への適合状況（Ｒ６年度） 

(1) 

申請書に、主として活動する区域が記載されて

いるか。 

申請書に活動区域の記載あり。  

申請団体の規約に、主として活動する区域が規

定されているか。 

規約第２条に市長が告示する松浪地区を協議会の活動 

区域とする旨規定あり。 

・申請時と同様で変更無し。 

規約に規定された主として活動する区域が、市

長の告示する区域と合致しているか。 

市長が告示する区域である、審議会ファイル「別図９」

と規約第２条における協議会の活動区域が合致。 

・申請時と同様で変更無し。 

(2) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

当該活動区域に有する、市長に届け出た全ての

自治会（以下「全ての自治会」という。）が規

定されているか。 

規約第５条（１）に「地区に属する全ての単位自治会

の代表者」が委員である旨記載あり。 

・申請時と同様で変更無し。 

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、全ての自治会が構成員であること

が明確であるか。 

市長に届け出た自治会は「地区別単位自治会の名称」

のとおり１４自治会あり、名簿に、「地区別単位自治会

の名称」に記載されている全ての自治会名が記載され

ている。 

・申請時と同様に全ての自治会が構成員となって

いる。 

(3) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に関する

条例施行規則第３条第１項各号に規定された

団体が規定されているか。 

規約第５条（２）～（１５)に規定あり。（（４）を除

く。） 

◆地域福祉の推進を主たる目的とするコミュニティ 

（２）地区社会福祉協議会 

（３）地区民生委員児童委員協議会 

（５）地域包括支援センターさざなみ 

◆文化、芸術又はスポーツの振興を主たる目的とする

コミュニティ 

（６）地区体育振興会 

（７）地区スポーツ少年団 

◆児童又は青少年の健全な育成を主たる目的とするコ

ミュニティ 

（８）汐見台小学校区青少年育成推進協議会 

（９）緑が浜小学校区青少年育成推進協議会 

（１０）松浪小学校区青少年育成推進協議会 

（１１）汐見台小学校ＰＴＡ 

（１２）緑が浜小学校ＰＧＴ 

（１３）松浪小学校ＰＴＡ 

（１４）松浪中学校ＰＴＡ 

（１５）松浪学区子ども会連合会 

・松浪学区子ども会連合会の構成団体の減少によ

り、連合会として活動しなくなったため、令和３

年２月１７日の定期総会にて規約を改定し、「（１

５）松浪学区子ども会連合会」を削除した。 

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、前項の団体が構成員であることが

明確であるか。 

名簿に、「規約第５条（２）～（１５）（（４）を除く。）」

に規定される団体名が記載されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

(4) 

申請団体の規約に、公募により選出される構成

員について規定されているか。 

規約第５条第２項（１）に規定あり。 ・申請時と同様で変更無し。 

(5) 

申請団体の規約に、申請団体の活動又は事業に

活動区域の誰もが参加できることが規定され

ているか。 

規約第１２条及び第２４条～第２８条に部会の規定あ

り。 

部会規定に部会に関する詳細の規定あり。 

・申請時と同様で変更無し。 

 

(6) 

申請団体の規約に、運営が民主的に行われる仕

組みが規定されているか。 

規約第１２条第２項及び第３項に過半数の出席、多数

決といった意思決定の方法が規定されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

 

(7) 

申請団体に関する、目的、名称、主として活動

する区域、主たる事務所の所在地、代表者に関

する事項、会議に関する事項が規定された規約

があるか。 

規約第３条に目的、第１条に名称及び事務所の所在地、

第２条に主として活動する区域、第９条に代表者に関

する事項、第１２条に会議に関する事項が規定されて

いる。 

・申請時と同様で変更無し。 

(8) 

申請団体の規約に、営利的活動、宗教的活動、

政治的活動を主たる目的とする事業が行われ

ないことが読み取れるか。 

 ・別紙事業報告書のとおり、規約第３条に規定さ

れた目的達成に関する事業のみを行っている。 
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松浪地区まちぢから協議会規約 

 

（名称及び所在地） 

第１条 本会は、松浪地区まちぢから協議会（以下「本会」という。）と称し、その所在

地を松浪コミュニティセンター（所在地：茅ヶ崎市常盤町２番２号）とする。 

（区域） 

第２条 本会の区域は、市長が告示する松浪地区（以下「地区」という。）とする。 

（目的） 

第３条 本会は、「地域と市の協働」、「市民相互の協働」の考えの基、地域の様々な活

動について話し合い、顔の見える関係づくりや団体同士の連携を図り、多くの方々が地

域の情報を共有し、地域活動を活性化し、まちぢからを高め、地域の課題の発見や解決

をしていくことを目的とする。 

２ 本会は、松浪コミュニティセンターの管理運営を行い、市民の学習、集会、レクリエ

ーションの場を提供し、地域住民相互の連帯感と自治意識の高揚を図り、心の豊かさと

ふれあいのある地域社会を形成することを目的とする。 

３ 本会は、子どもの家なみっこの管理運営を行い、子どもたちにとって身近で気軽に訪

れることができる安全・安心な遊び場を提供し、子どもたちの心身の健全な発達に寄与

することを目的とする。 

４ 本会は、松浪自治会館の管理運営を行い、地区内の住民の自治と文化の向上及び親睦

融和を図ることを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 地区内の住民及び各種団体等の共通の課題解決に向けた取り組みに関すること。 

(2) 地区内の住民及び各種団体等の共通の学習及び行事等に関すること。 

(3) 地区内の各種団体等の活性化及び各種団体相互の連絡調整に関すること。 

(4) 地区内の住民の参画と情報の共有並びに協働の推進に関すること。 

(5) 松浪コミュニティセンター及び子どもの家なみっこの管理運営に関すること。 

(6) 松浪自治会館の管理運営に関すること。 

(7) その他、前条の目的達成に必要な事業の実施に関すること。 

（委員） 

第５条 本会の委員は、次に掲げる者で構成する。 

(1) 地区に属する全ての単位自治会の代表者 

(2) 地区社会福祉協議会の代表 

(3) 地区民生委員児童委員協議会の代表 

(4) 地区老人クラブ連合会の代表 

(5) 地域包括支援センターさざなみの代表 

2



(6) 地区体育振興会の代表 

(7) 地区スポーツ少年団の代表 

(8) 汐見台小学校区青少年育成推進協議会の代表 

(9) 緑が浜小学校区青少年育成推進協議会の代表 

(10) 松浪小学校区青少年育成推進協議会の代表 

(11) 汐見台小学校ＰＴＡの代表 

(12) 緑が浜小学校ＰＧＴの代表 

(13) 松浪小学校ＰＴＡの代表 

(14) 松浪中学校ＰＴＡの代表 

(15) 食生活改善推進団体の代表 

２ 次に掲げる者については、総会において議決された者から順次委員に追加していく。 

(1) 地区内に住所又は活動の拠点を有し、委員の募集に対し、応募し、別に定めた選考

要領により選考された者 

(2) 地区内に住所又は活動の拠点を有し、本会の委員５名以上の推薦があった者 

３ 委員の任期は２年とする。ただし、第１項各号及び前項第２号に規定する者について

は、再任を妨げない。 

４ 欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（準委員） 

第６条 本会に準委員を置く。 

２ 準委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

３ 欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（役員） 

第７条 本会に次の役員を置く。 

(1) 会長   １名 

(2) 副会長  ２名 

(3) 会計   ２名 

(4) 書記   ２名 

(5) 監事   ４名 

（役員の選任） 

第８条 会長、副会長、会計、書記及び監事は、総会において、委員の中から互選により

選任する。 

（役員の職務） 

第９条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に支障があるときは、その職務を代行する。 

３ 会計は、本会の会計事務を処理する。 

４ 書記は、事務局を総括する。 
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５ 監事は、本会の会計事務及び業務執行について監査を行い、毎年定期総会に報告する。

会計事務及び業務執行について不正の事実を発見したときは、総会に報告することとし、

報告のために必要があると認めるときは、臨時総会の開催を請求する。 

（役員の任期） 

第１０条 役員の任期は２年とする。ただし、原則として３期までとする。 

２ 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行

わなければならない。 

（役員の解任） 

第１１条 役員が、本規約に違反したとき又は本会の名誉を傷つける行為をしたときは、

総会の議決により解任することができる。 

（会議） 

第１２条 本会の会議は、総会、役員会、運営委員会、部会とする。 

２ 総会及び運営委員会は構成員の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、

総会及び運営委員会は委任状の提出があった委員については、出席があったものとみな

す。 

３ 総会及び運営委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決

するところによる。 

（総会の構成） 

第１３条 総会は、委員をもって構成する。ただし、参考人として準委員を出席させるこ

とができる。 

２ 総会の議長は、本会の会長が就く。 

（総会の種別） 

第１４条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は、年度当初に開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、総会を構成する者の三分の一以上から会議の

目的たる事項を示して請求があったとき及び第９条第５項の規定により監事から請求が

あったときに開催する。 

（総会の招集） 

第１５条 総会は、会長が招集する。 

２ 総会を招集するときは、総会の構成員に対し、会議の目的、内容、日時及び場所を示

して、会議の７日前までに通知しなければならない。 

（総会の議決事項） 

第１６条 総会は、次の事項を審議し、議決する。 

(1) まちぢから協議会の事業計画及び事業報告に関する事項

(2) まちぢから協議会の予算及び決算に関する事項
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(3) まちぢから協議会の役員、準委員の選任及び解任に関する事項 

(4) 第５条の第２項に掲げる委員の選任及び解任に関する事項 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

(6) 本規約の制定及び改正に関する事項 

(7) 松浪コミュニティセンター及び子どもの家なみっこの事業計画及び事業報告に関す

る事項 

(8) 松浪コミュニティセンター及び子どもの家なみっこの予算及び決算に関する事項 

(9) 松浪コミュニティセンターの役員の選任及び解任に関する事項 

(10) 松浪自治会館の予算及び決算に関する事項 

（総会の議事録） 

第１７条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 委員の現在数及び出席者数（委任状を提出した委員も含む。） 

(3) 開催目的、審議事項及び議決事項 

(4) 議事の経過の概要及びその結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２名以上の署名押印

をしなければならない。 

３ 議事録は、委員に送付する。 

（役員会の構成） 

第１８条 役員会は、役員（監事を除く）をもって構成する。 

２ 役員会の議長は、本会の会長が就く。 

（役員会の招集） 

第１９条 役員会は、会長が必要と認めたときに召集する。 

（役員会の審議事項） 

第２０条 役員会は、次の事項を審議する。 

(1) 総会、運営委員会に付議すべき事項 

(2) 総会、運営委員会、部会の会務の調整に関する事項 

（運営委員会の構成） 

第２１条 運営委員会は、委員をもって構成する。ただし、参考人として準委員を出席さ

せることができる。 

２ 運営委員会の議長は、本会の会長が就く。 

（運営委員会の招集） 

第２２条 運営委員会は、会長が必要と認めたときに招集する。 

（運営委員会の議決事項） 

第２３条 運営委員会は、次の事項を審議し、議決する。 
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(1) 部会長の選任及び解任に関する事項

(2) 部会の設置及び廃止に関する事項

(3) 各部会が協議した事業に関する事項

(4) 各部会間及び各種団体間の連絡調整に関する事項

(5) 本会に関係する規程等の制定及び改正に関する事項

(6) 松浪コミュニティセンターの管理運営における重要事項の決定に関する事項

(7) 松浪コミカフェの管理運営における重要事項の決定に関する事項

(8) 松浪自治会館の管理運営における重要事項の決定に関する事項

(9) 総会に付議すべき事項

(10) 総会において議決された事項の執行に関する事項

(11) 総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

(12) 協議会に寄せられた意見及び提案事項（以下「意見等」という。）に関する事項

（部会の構成） 

第２４条 各部会は、委員及び部会員で構成する。 

２ 各部会に部会長及び副部会長を置く。 

３ 部会長は、原則委員とする。 

４ 副部会長は、部会の中から互選により選任する。 

５ 部会員は、当該部会への参画の意思がある者とする。（自治会長部会を除く。） 

（部会長及び副部会長の職務） 

第２５条 各部会長、各副部会長は次の職務を行う。 

２ 部会長は、当該部会を代表し、会務を総括する。 

３ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に支障があるときは、その職務を代行する。 

（部会長及び副部会長の任期） 

第２６条 部会長及び副部会長の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補欠により選任された部会長及び副部会長の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 部会長及び副部会長は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、

その職務を行わなければならない。 

（部会の招集） 

第２７条 部会は、部会長又は運営委員会が必要と認めたときに招集する。 

（部会の審議事項） 

第２８条 部会は、所掌する事項について調査・審議し、各種の事業を実施する。 

２ 部会名及び所掌する事項は別に定める。 

（松浪コミュニティセンターの管理運営） 

第２９条 松浪コミュニティセンターの管理運営は、本会の中に設ける松浪コミュニティ

センター管理運営委員会が行う。

２ 松浪コミュニティセンター管理運営委員会の所掌する事項は別に定める。 
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（松浪自治会館の管理運営） 

第３０条 松浪自治会館の管理運営は、本会の中に設ける松浪自治会館管理運営委員会が

行う。 

２ 松浪自治会館管理運営委員会の所掌する事項は別に定める。 

（事務局） 

第３１条 本会に、事務を処理するため、事務局を置く。 

２  事務局には地区内に居住する者から役員会が推薦し、運営委員会の議決を得た者を置

くことができる。 

（事務局の所掌事務） 

第３２条 事務局は、会議に出席し、次の事務を司るものとする。 

(1) 会議の開催通知書の作成及び送付 

(2) 会議の資料の作成 

(3) 会議の議事録の作成 

(4) 会計事務に伴う資料の作成 

(5) 茅ヶ崎市や関係団体との連絡調整 

(6) 協議会に寄せられた意見等のとりまとめ 

（事業及び会計年度） 

第３３条 協議会の事業及び会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日とする。 

（経費） 

第３４条 協議会の経費は、市からの補助金及びその他の収入をもってあてる。 

（住民等からの意見等の取り扱い） 

第３５条 会議で出された意見等のほか、地区の住民及び各種団体から寄せられた意見等

は、事務局が取りまとめ、運営委員会に報告する。 

（設立年月日） 

第３６条 本会の設立年月日は、平成２５年５月３１日とする。 

（必要事項） 

第３７条 その他、本会の運営について必要な事項は別に定める。 

附 則 

この規約は、平成２５年５月３１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年６月１９日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２６年４月１６日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２６年５月２１日から施行する。 

附 則 
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この規約は、平成２７年５月２０日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２８年３月１６日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２８年５月１８日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２９年１月１８日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２９年２月２２日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和２年５月２０日から施行する。 

  附 則 

この規約は、令和３年２月１７日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和５年５月１７日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和６年５月１５日から施行する。 

8



松浪地区まちぢから協議会 部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、松浪地区まちぢから協議会規約第２８条第２項の規定により、

松浪地区まちぢから協議会の部会名及び所掌する事項等に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（部会について） 

第２条 松浪地区まちぢから協議会に設置する部会は、次のとおりとする。 

 (1) 防災対策部会 

 (2) 自治会長部会 

 (3) 市民安全部会 

（部会の所掌する事項等について） 

第３条 前条に規定した部会の所掌する事項及び具体的な取り組み内容は、次のと

おりとし、事業計画及びその他必要な事項については、各部会において定めるこ

ととする。 

 (1) 防災対策部会 

  ア 防災・減災対策の推進に関すること。 

  イ 防災・減災等に関する講演の企画・運営及び実施に関すること。 

ウ 防災訓練の企画・運営、実施及び検証に関すること。 

  エ その他、松浪地区まちぢから協議会の運営委員会等で当該部会での検討が

決定した案件等に関すること。 

 (2) 自治会長部会 

  ア 自治会相互の連絡調整に関すること。 

  イ 行政からの伝達事項及び依頼事項に関すること。 

   ウ その他、松浪地区まちぢから協議会の運営委員会等で当該部会での検討が

決定した案件等に関すること。 
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(3) 市民安全部会

ア 安心・安全な街づくりの推進に関すること。

イ 交通安全・地域犯罪等に関する講演の企画・運営及び実施に関すること。

ウ その他、松浪地区まちぢから協議会の運営委員会等で当該部会での検討が

決定した案件等に関すること。 

附 則 

この規程は、平成２５年６月１３日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成２６年５月２１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成２６年６月１８日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２６年９月１７日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年５月１８日から施行する。 

２ 平成２６年９月１７日に設置されたコミュニティカフェ部会は廃止する。 
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新 職名 氏名 団体名及び役職等

1 会長 前田　積 協議会推薦

2 副会長 朝岡　通光 協議会推薦

3 会計 中村　和美 浜竹一丁目自治会　会長

4 吉田　ひろみ 浜竹二丁目自治会　副会長

5 会計 杉本　誠 浜竹三丁目自治会　会長

★ 6 小松　真生 浜竹四丁目自治会　副会長

7 白石　壽明 松浪一丁目自治会　会長

8 長谷川　清 松浪二丁目自治会　会長

9 佐藤　充 富士見町自治会　会長

10 監事 辻　俊子 LG富士見町自治会　会長

11 高橋　一紀 常盤町自治会　会長

12 監事 神野　末喜 緑が浜自治会　会長

13 藍葉　徹 汐見台自治会　副会長

14 太田　眞理子 出口町自治会　会長

15 副会長 渡邊　勇次 ひばりが丘自治会　会長

16 石井　義康 美住町自治会　会長

17 書記 中井　汎 松浪地区社会福祉協議会　会長

18 高田　陽子 松浪地区民生委員児童委員協議会　会長

★ 19 監事 平松　民平 松浪地区老人クラブ連合会　会長

20 監事 峯尾　武巳 松浪地区地域包括支援センターさざなみ　管理責任者

21 新倉　哲也 松浪地区体育振興会　副会長

★ 22 矢内　浩司 松浪地区スポーツ少年団　運営委員

23 書記 佐々木　睦子 汐見台小学校区青少年育成推進協議会　会長

24 矢崎　明子 緑が浜小学校区青少年育成推進協議会　副会長

★ 25 新井　昭子 松浪小学校区青少年育成推進協議会　副会長

26 宮田　沙織 汐見台小学校ＰＴＡ　副会長

★ 27 大島　創 緑が浜小学校ＰＧＴ　会長

★ 28 田中　有希 松浪小学校ＰＴＡ　副会長

29 渡邊　真希 松浪中学校ＰＴＡ　会長

30 菊池　紀子 食生活改善推進団体　会員

31 原屋敷　典子 協議会推薦

32 川田　昌子 公募委員

33 長﨑　利明 公募委員

34 近藤　裕美 公募委員

令和６年度　松浪地区まちぢから協議会　委員名簿
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前年度の活動報告書及び収支決算書 

令和５年度 松浪地区まちぢから協議会事業報告 

１ 会議等の実施 

（１）総会、運営委員会、役員会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和５年４月１２日 第１回役員会 (1) 総会の議案について

(2) 運営委員会の議題について

(3) 令和５年度の補助金について

５月１０日 第２回役員会 (1)教職員歓送迎会について

(2)総会の議案について

(3)運営委員会の議題について

(4)令和５年度の補助金について

５月１７日 定期総会 議案第１号 令和４年度松浪地区まちぢから協議会 

事業報告 

議案第２号 令和４年度松浪地区まちぢから協議会 

決算報告 

議案第３号 令和４年度松浪自治会館決算報告 

議案第４号 令和４年度松浪コミュニティセンター 

・子どもの家なみっこ指定管理業務事

業報告 

議案第５号 令和４年度松浪コミュニティセンター 

・子どもの家なみっこ指定管理業務決

算報告 

議案第６号 監査報告 

議案第７号 令和５年度松浪地区まちぢから協議会 

公募委員の選任について 

議案第８号 令和５年度松浪地区まちぢから協議会 

役員の選任について 

議案第９号 令和５年度松浪コミュニティセンター 

管理運営委員会役員の選任について 

議案第１０号 令和５年度松浪地区まちぢから協議

会事業計画案 

議案第１１号 令和５年度松浪地区まちぢから協議

会収支予算案 

議案第１２号 令和５年度 松浪自治会館収支予算 

案 

議案第１３号 令和５年度松浪コミュニティセンタ

ー・子どもの家なみっこ指定管理業

務事業計画案 

議案第１４号 令和５年度松浪コミュニティセンタ
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ー・子どもの家なみっこ指定管理業

務収支予算案 

５月１７日 第１回運営委員会 (1) 各部会長等の選任について

５月２４日 新任研修会 (1)まちぢから協議会について

６月１４日 第３回役員会 (1) 運営委員会の議題について

(2) 市民集会について

(3) 七夕コンサートについて

６月２１日 第２回運営委員会 (1) 地域福祉課より報告

(2) 盆踊りの開催について

(3) 市民集会について

(4) 七夕コンサートについて

(5) コミセンまつりについて

７月１２日 第４回役員会 (1)運営委員会の議題について

(2)コミセンわくわくＤＡＹについて

(3)盆踊りの開催について

７月１９日 第３回運営委員会 (1) 市民集会について

(2) コミセンわくわくＤＡＹについて

(3) 盆踊りについて

(4) コミセンまつりについて

８月２日 第５回役員会 (1)市民集会のテーマについて

８月９日 第６回役員会 (1) 運営委員会の議題について

(2) 市民集会について

(3) 盆踊りについて

(4) コミセンまつりについて

８月１６日 第４回運営委員会 (1) 市民集会について

(2) 盆踊りについて

(3) コミセンまつりについて

９月１３日 第７回役員会 (1) コミセンまつりについて

(2) 防災フェアについて

(3) 運営委員会の議題について

９月２０日 第５回運営委員会 (1) 市民集会について

(2) コミセンまつりについて

(3) 防災フェアについて

１０月１１日 第８回役員会 (1)コミセンまつりについて

(2)防災フェアについて

(3)運営委員会の議題について

１０月１８日 第６回運営委員会 (1)コミセンまつりについて

(2)地区防災訓練について

１１月８日 第９回役員会 (1)コミセンまつりの振り返りについて

(2)防災フェアについて
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(3)賀詞交歓会について

(4)運営委員会の議題について

１１月１５日 第７回運営委員会 (1) コミセンまつりの振り返りについて

(2) 防災フェアについて

(3) 賀詞交歓会について

１２月１３日 第１０回役員会 (1)賀詞交歓会について

(2)運営委員会の議題について

１２月２０日 第８回運営委員会 (1) 賀詞交歓会について

(2) 視察研修について

(3) コミュニティセンター優先予約について

令和６年１月１０日 第１１回役員会 (1)賀詞交歓会について

(2)視察研修について

(3)運営委員会の議題について

１月１７日 第９回運営委員会 (1) 自治会長部会について

(2) 視察研修について

(3) 各団体における次年度の体制について

２月１４日 第１２回役員会 (1)視察研修について

(2)さくらコンサートについて

(3)運営委員会の議題について

２月２１日 第１０回運営委員会 

（視察研修） 

(1)自治会長部会の報告

(2)さくらコンサートについて

３月１３日 第１３回役員会 (1)次年度の総会について

(2)役員等の体制について

(3)各構成団体（自治会等）の次年度の総会について

(4)さくらコンサートについて

３月２０日 第１１回運営委員会 (1)次年度の総会について

(2)役員等の体制について

(3)さくらコンサートについて

（２）防災対策部会（防災訓練実行委員会） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和５年５月１７日 準備委員会① 
･参加者：防災対策部会部会長 上原新一 

副部会長 谷口 哲、事務局(２名) 

・今後の運営方針の打合せ

 ５月２５日 第１回防災対策部会 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長

(２名)、１４自治会長参加 

･会長、副会長、全自治会長全員一致で防災 

対策部会長、副部会長選出 

・各２名の委員選出要請

・年間スケジュール提示

・訓練概要案の提示

・小学校区、中学校区拠点長確定
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 ６月２８日 準備委員会② 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長

(２名)、 

・防災訓練時間割案検討

・イベント型訓練内容の提示

・シンポジウム、マップ発表会概要

７月２０日 第 2回防災対策部会 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、防災対策部会委員(２６名)

・小学校区拠点長：松一 佐久間副会長

中学校区拠点長：富士見町 佐藤会長を

選定

・訓練(起震車、煙体験実施)の選定要請

・シンポジウム、マップ発表の概要説明

・炊出し実施説明

８月３１日 準備委員会③ 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長(２名)

・実行委員(２名)、通信委員(１名)、炊出し委

員(２名)全自治会より選任要請

・予算概要(収支関係)

・通信訓練概要 ・炊出し関係概要

９月２１日 第 3回防災対策部会 ・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長・副拠点長(４名)、防災対策部会

員(２５名)

・③準備委員会内容の共有化

１０月１２日 小学校区臨時会議 
・参加者：防災対策部会長 (１名)、小学校

区拠点長、副拠点長、実行委員(１２名)

・配置図の確認 ・集合場所、時間確認

・個別訓練 ・シンポジウム関係

・炊出し等全般の共有化と確認

１０月１２日 準備委員会④ 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長・副拠点長(４名)

・中学校区のタイムスケジュール確認

・諸訓練のリーダー、補佐の明確化

・種々詳細事項の確認及び共有化

１０月２６日 第 4回防災対策部会 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長・副拠点長(４名)、防災対策部会

員(４４名)

・④準備委員会内容の共有化

➡ 全体スケジュール---事務局説明

小、中学校区------各拠点長説明

・各自治会責任者へのお願い提示
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１１月１７日 炊出し最終確認会議 
・参加者：防災対策部会長 (１名)、拠点長・

副拠点長(４名)、小・中学校炊出し責任者

(２名)

・炊出し関係の詳細・共有化

１１月１９日 最終準備委員会⑤ 
・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長・副拠点長(４名)

・『防災フェア』開催の最終確認

１１月２６日 松浪地区防災訓練(『まつ

なみ防災フェア』開催) 

・参加者：全体５７９名(安否確認結果)(参加率)

小学校-382 名 7 自治会  (73%) （9.7%）

中学校-197 名 7 自治会  (41%) （4.5%）

１２月２１日 
第 4回防災対策部会 

(最終) 

・参加者：まちぢ会長・副会長(２名)、市防災

対策課(２名)、防災対策部会長・副部会長(２

名)、拠点長・副拠点長(４名)、防災対策部会

員(１８名)

･令和５年度の防災訓練(まつなみ防災フェア)

の報告と反省事項

毎月の運営委員会 運営委員会 ・浜竹二丁目自治会 吉田副会長より報告

（３）自治会長部会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和５年５月１７日 まちぢから協議会運営委員会 令和５年度第１回運営委員会にて自治会長部 

会長を選出 

７月２２日 運営委員会 自治会運営に関してのフリートーキング会 

７月２２日 歓送迎会 新旧自治会長の歓送迎会 市長参加・一喜にて 

令和６年１月１８日 運営委員会 要支援者の対応に関して市防災対策課･高齢

福祉課との意見交換 

毎月の運営委員会 運営委員会 各自治会の活動報告 

自治会運営の諸問題の意見 

（４）市民安全部会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和５年 ５月１７日 まちぢから協議会運営委員会 市民安全部会長を選出 

６月２１日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

特殊詐欺神奈川県下の発生状況 被害 20 件  

茅ヶ崎市は 56署中 6位  

自転車も道路交通法が適用される  

ヘルメット着用

７月１９日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

市消費生活相談から多発している詐欺事案に

ついてチラシを入手し、各自治会長に配布 

８月１６日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

消費者センターによせられた平成 4年度の相

談事案等について市に照会し。得た資料を各

自治会長に配布 

１１月１５日 周知・啓発 「振り込み詐欺防止」の幟旗及びポ‐ルを購
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（まちぢから協議会運営委員会） 入、各自治会に配布 

１２月２０日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

茅ヶ崎警察署発行の防犯だより詐欺に注意を

各自治会長に配布 

令和６年 ２月２１日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

放置自転車の取り扱い 

茅ヶ崎警察署生活安全課で防犯に関する出前

講座受付中 

３月２０日 周知・啓発 

（まちぢから協議会運営委員会） 

近い将来自転車の交通違反に対し青切符が交

付される 

２ 事業の実施 

日 付 区分 事 業 名 内 容・実施体制・参加者数 

令和５年 ８月 共催：地区体育振興会 盆踊り大会・模擬店 

９月 主催 市民集会 【テーマ】 

ごみ問題について 

防災関係について 

参加者数５２名 

１０月 共催：地区体育振興会 地区市民体育祭 

１０月 共催：地区社会福祉協議会 福祉ふれあいまつり 

１０月 主催 コミセンまつり 参加者数約９２０人 

１１月 主催 防災フェア 松浪小・中学校で実施、参加者

数約６００人 

令和６年 １月 主催 賀詞交歓会 参加者数７１人 

２月 共催：地区社会福祉協議会 ふれあいネットワー

ク交流会

参加者数５４人 

２月 主催 研修会 神奈川県温泉地学研究所 

「地震と津波」に関する講話

及び見学 

参加者数１９名 
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（１）市民集会 

  実 施 日 令和５年９月９日（土） 

  参 加 者 運営委員含む一般参加者（３５名）＋市議会・県議会議員（５名）＋行政（１２名）

＝計５２名 

概 要 事前に地域の皆さまから意見・質問を募集してテーマを絞り、松浪地区まちぢから

協議会及び地区住民と行政とで意見交換を行った。 

  内 容 事前に募集したなかで最も多かったテーマを「ごみ問題について」と「防災関係に

ついて」の２つに絞って意見交換を行った。「ごみ問題について」では、ごみ集積場

問題を、「防災関係について」では、防災無線及び在宅避難の支援体制について資源

循環課、環境事業センター、防災対策課と活発な質疑や意見交換を行った。 

（２）コミセンまつり

実 施 日 令和５年１０月２９日（日） 

参  加 者   約９２０人 

概 要 当日、朝方に降った雨のせいで、序盤は客足が少なかったものの、午後になると多

くの地域住民の方で賑った。 

内 容 ちぇりこさんの似顔絵、こどもたちの楽しみとして、ヨーヨー釣りやわなげなど縁

日、ステージショーでは、松浪コミセンで活動する様々なサークルによる発表、フ

リースペースではサークルの作品やプログラミングコーナーなど、子どもからお年

寄りまで楽しめる催しを実施。 

（３）まつなみ防災フェア 
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実 施 日 令和５年１１月２６日（日） 

参 加 者 約６００人 

概 要 「地域の皆様に気軽に参加していただきたい」という想いから、松浪地区防災訓練

とは呼称せず、「まつなみ防災フェア」として開催した。 

内 容 起震車体験、防水訓練、中学生の防災発表、また、新しいイベントとして、シンポ

ジム、マップ発表会、炊き出しなどを実施した。参加者に避難所のイメージをして

もらうことができた。 

（４）賀詞交歓会 

実 施 日 令和６年１月１４日（土） 

参 加 者 ７１人 

概 要 新年の門出を祝い、松浪地区で活動する自治会をはじめとした地域の団体、市長を

はじめ関係する行政職員、地区内の小中学校、市議会議員、市社会福祉協議会など

多くの方々が一堂に会し、顔の見える関係づくりと今後の松浪地区の発展を願い開

催した。 

内 容 来賓あいさつ、参加者の自己紹介を行い、お弁当を会食することができた。 

（５）研修会 

実 施 日 令和６年２月２１日（水）＠神奈川県温泉地学研究所 

参 加 者 １８人＋市民自治推進課１人＝計１９人 
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概 要 地震火山災害の軽減や、地下環境の保全に関する様々な研究をしている神奈川県温

泉地学研究所にて視察研修を実施した。 

内 容 研究員の方より、「地震と津波」に関する講話を１時間程度行っていただいた後、研

究所内の施設を見学した。令和６年１月に発生した能登半島地震の発生もあり、地

震に対する防災意識がより高まった。 

３ その他の取り組み 

(１) 活動の広報

ア 広報「まつなみだより」発行事業

  ＊ ６月１５日（第２９号）、１２月１５日（第３０号）、３月１５日（第３１号） 

  ＊ まちぢから協議会の活動状況や各団体のお知らせを全戸配布にて周知・啓発した。 

配布先：地区内小中高等学校（松浪小学校・緑が浜小学校・汐見台小学校・松浪中学

校・浜須賀中学校・アレセイア湘南中学高等学校）各校に４０～７０部を配

布した。また、３施設（小和田公民館・茅ヶ崎市辻堂駅前出張所・藤沢土木

事務所汐見台庁舎）には配架もお願いした（配架分を含め２０～５０部）。 

イ ＨＰの運営

＊ 広報誌のデータや各団体の資料などをリニューアルした松浪地区まちぢから協議会の

HP の中で保管・管理。 

＊ １日平均閲覧件数 １１～１４ 

＊ １ヶ月平均記事記載件数 ７～８件 

（２） 特定事業の実施について

ア 広報紙「まつなみだより」の発行事業

上記（１）活動の広報 アのとおり

（３） その他

ア 松浪コミュニティセンター管理運営事業

指定管理を受けている松浪コミュニティセンター・子どもの家「なみっこ」の管理運営に

ついては、別途市へ報告を実施している。
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予算額 決算額 内　訳

750,000 740,700

運営等助成金 250,000 250,000
運営費等助成金
250,000円

特定事業助成金 360,000 360,000
特定事業助成金
360,000円

地区防災訓練補助金 140,000 130,700

地区自治会連合会等補助金 0 0

701,057 701,057

447,000 447,000 7,820世帯×40円＋14自治会×4,000円

396,500 422,146 令和２年度まちぢから協議会連絡会負担金より

朝市懇親会 46,500 0 開催なし

賀詞交歓会会費・祝金 150,000 138,000 54名×2,000＋懇親会

その他会費 200,000 75,000 会長部会会費、視察研修会費等

研修参加費 0 209,146

5 7 受取利息

2,294,562 2,310,910

支出の部

予算額 決算額 内　訳

　【本部】 849,400 864,487

　　消耗品費 5,000 4,020 振り込み手数料等

　　会議費 80,000 29,525 総会費用等

　　事務費 10,000 33,434 事務用品他

　　助成費 156,400 156,620 小学校区推進協（7,811世帯×10円）

　　渉外費 100,000 97,900 会長・副会長活動費

　　通信費 33,000 33,000 運営委員一人1,000円

　　慶弔費 10,000 0

　　役務費 40,000 40,000 会長・副会長・会計・書記

　　事業費 315,000 400,138
市民集会、朝市告知、賀詞交歓会、先生歓送迎会

　　研修費 100,000 69,850 まちぢから協議会運営委員研修費等

　【防災対策部会】 240,000 194,476 部会、防災訓練

　【市民安全部会】 50,000 36,850 部会、のぼり旗購入

　【自治会長部会】 180,000 85,500 部会

　【広報委員会】 10,000 0

小計 1,329,400 1,181,313

　　委託料 360,000 353,628 広報「まつなみだより」発行事業
※印刷委託（仕分け作業含む）

小計 360,000 353,628

20,000 0

585,162 769,597

0 6,372 特定事業助成金返還金

2,294,562 2,310,910

予備費

分担金

令和5年度　松浪地区まちぢから協議会　決算報告

収入の部

合　　計

項　目

その他

合　　計

項　目

運
営
費

特
定
事
業
費

雑入

繰越金

市への返還金

補助金

繰越金
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当該年度の活動報告書及び収支予算書 

松浪地区まちぢから協議会 令和６年度事業計画書 

○事業計画方針

規約第３条に掲げる目的を達成するため、次の方針のもと事業を実施する。

（１）課題把握

アンケートや意見交換会等を用い、松浪地区の課題の把握を行い、分野毎に課題の整理を行い、

課題解決までの方法等についての検討を行う。 

（２）課題解決

課題把握・整理を行い、運営委員会において協議を行う中で必要に応じて組織の設置を行い、

行政と協働した中で課題解決を図っていく。 

また、市の特定事業助成金を活用した取り組みを行い、課題解決や地区内のニーズ発掘に努め、

よりよい地域社会を構築できる一助となるよう事業を展開していく。 

（３）広報活動

松浪地区まちぢから協議会の活動状況や地区の情報を地域住民に周知するために、紙媒体やイ

ンターネット等を用い、広報活動を行う。

その中で、市の特定事業助成金を活用し、協議会の活動状況だけでなく、単位自治会や各種団

体を含め地区の様々な情報を掲載した広報「まつなみだより」を発行し、各自治会等の協力の下、

地域住民へ周知・啓発を行う。また、地区の様々な情報については協議会ホームページにも掲載

し、積極的な情報発信に努める。 

（４）人材発掘

部会の設置や様々な事業実施をしていく中で、地域住民に対して広く呼びかけを行い、気軽に

参加できる環境を整備することで、潜在的な人材を発掘する。 

○事業等の計画

下記事業の詳細に関しては役員会・運営委員会で検討を行い、決定する。

※ 

○会議の予定

規約第３条に掲げる目的達成のために必要な事業について、役員会・運営委員会において協議、

決定する。 

期日 会議・事業名 備考 

通年 役員会（適宜） 毎月第二水曜日（予定） 

通年 運営委員会（適宜） 毎月第三水曜日（予定） 

※なお、役員会・運営委員会ともに、会議の構成員の都合に応じてスケジュール調整を行い、

開催日時を決定する。

事業名 実施体制 発行回数 発行部数 周知方法 

広報「まつなみだより」 

発行事業 

広報委員会 年３回 

(6､12､3月) 

各 9,400 部 全戸配布、公共施設等へ 

配架、ホームページ掲載 

開催予定日時 事業名 場所 主催等 

５月（土曜日） 松浪地区教職員歓送迎会 松浪コミセン まちぢから協議会 

６月（日曜日） 美化キャンペーンクリー

ン茅ヶ崎
茅ヶ崎海岸 協議会連絡会 

８月（土曜日） 盆踊り大会・模擬店 松浪小学校 体育振興会 

９月（土曜日） 市民集会 松浪コミセン まちぢから協議会 

１０月（土曜日） コミセンまつり 松浪コミセン まちぢから協議会 

１１月（日曜日） 地区防災訓練 松浪小・中学校 まちぢから協議会 

１月（土曜日） 賀詞交歓会 松浪コミセン まちぢから協議会 

２月（土曜日） １０周年式典 松浪コミセン まちぢから協議会 

２月（水曜日） 視察研修 未定 まちぢから協議会 
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前年度決算額 予算額 内　訳

740,700 750,000

運営等助成金 250,000 250,000 運営費等助成金　　 　　250,000円

特定事業助成金 360,000 360,000 特定事業助成金　　 　　360,000円
（広報「まつなみだより」発行事業）

地区防災訓練補助金 130,700 140,000 地区防災訓練補助金（松浪地区7,000世帯以上）

地区自治会連合会等補助金 0 0

701,057 769,597

447,000 447,450 7,829世帯×50円＋14自治会×4,000円

422,146 481,500 令和３年度まちぢから協議会連絡会負担金より

朝市懇親会 0 46,500 会費1,500円×31名

賀詞交歓会会費・祝金 138,000 150,000 会費2,000円×75名等

その他会費 75,000 75,000 会長部会会費他

研修会参加費 209,146 210,000

7 7 受取利息

2,310,910 2,448,554

支出の部

前年度決算額 予算額 内　訳

　【本部】 864,487 1,084,620

　　消耗品費 4,020 5,000 事務用品、消耗品、振込手数料等

　　会議費 29,525 30,000 総会費用等

　　事務費 33,434 35,000 事務用品他

　　助成費 156,620 156,620 小学校区推進協（7,831世帯×20円）

　　渉外費 97,900 100,000 会長・副会長活動費

　　通信費 33,000 33,000 運営委員1名1,000円

　　慶弔費 0 10,000

　　役務費 40,000 40,000 会長・副会長・会計・書記

　　事業費 400,138 575,000 市民集会、朝市、賀詞交歓会、先生歓送迎会、コミュニティ活動等

　　研修費 69,850 100,000 まちぢから協議会運営委員研修費等

　【防災対策部会】 194,476 200,000 部会、防災訓練費等

　【市民安全部会】 36,850 50,000 部会、講習会等

　【自治会長部会】 85,500 100,000 臨時部会開催費用等

　【広報委員会】 0 10,000 広報委員活動費

小計 1,181,313 1,444,620

　　委託料 353,628 360,000 広報「まつなみだより」発行事業
※印刷委託（仕分け作業含む）

小計 353,628 360,000

0 20,000

769,597 623,934

6,372 0

2,310,910 2,448,554合　　計

項　目

その他

合　　計

項　目

運
営
費

特
定
事
業
費

雑入

繰越金

市への返還金

補助金

繰越金

予備費

分担金

令和６年度　松浪地区まちぢから協議会収支予算

収入の部
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特定事業の概要（松浪地区・広報「まつなみだより」発行事業） 

 松浪地区まちぢから協議会では、ホームページによって、協議会の情報発信に努めているところです

が、地域の住民の方々の中には、ホームページを閲覧できない環境の方もたくさんいます。 

 広報紙による松浪地区まちぢから協議会の活動内容について、情報発信を積極的に行い、協議会活動

に興味をもってもらうことが重要であると考えており、本事業の実施に至りました。 

（１）事業の概要 

◆事業概要

松浪地区住民が当事者として松浪地区のことを考えるきっかけづくりとなる協議会の活動として、

松浪地区まちぢから協議会の紹介や地区情報等を掲載した広報紙を作成し、全戸配布します。 

◆事業の内容

・発行回数：３回／年（６月１５日号、１２月１５日号、３月１５日号）

◆仕様

・Ａ４・４頁、二つ折り加工、両面カラー刷り

・コート７３ｋｇ

・印刷部数は９，４００部

【実 施 主 体】 松浪地区まちぢから協議会 

【企画・編集】 書記、広報委員会（PTA、公募委員等） 

【印 刷】 委託 

【配布・回覧】 地区住民への全戸配付、公共施設等への配架等 

（２）事業のねらい 

広報紙の発行による効果については、組織の透明性や、活動の民主性を高めることができます。 

協議会が中心となり、地域住民への広報紙全戸配布やホームページの更新により、さまざまな情報

を継続的に発信することで、少しでも地域活動に興味を持ってくれる人が増え、事業や部会に参加し

ていただき、地域活動の推進につながることを期待しています。 

（３）令和５年度実績

・３回発行（６月１５日号、１２月１５日号、令和６年３月１５日号）

・地区住民への全戸配布、地区小中学校、公共施設等への配架等

・日常が戻りつつあるなかで、各自治会、各団体、学校の活動や様子、地域の歴史などを盛り込み、

地域に明るさと元気をもたらすことを意識した。

・令和５年４月より、松浪地区まちぢから協議会のHPを茅ヶ崎市まちぢから協議会が提供している

サイトを活用し、新しくリニューアルした。松浪コミセンやまちぢからの内容を充実させて、各自

治会や団体もHPが立ち上げられるように促進している。 

・一番の特徴は、「松浪ホームページ」をスマホで簡単に見ることができ、『あなたのポケットに松浪

ホームページ』をキャツチフレーズに若者からお年寄りの方まで幅広い年齢層の方に利用していた

だけることをめざしている。 
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特定事業実施報告書（松浪地区・広報「まつなみだより」発行事業） 

事業実施報告書 

事
業
の
実
施
内
容

活動内容 

松浪地区住民が当事者として松浪地区のことを考えるきっかけづくりとなる協

議会の活動として、松浪地区まちぢから協議会の紹介や地区情報等を掲載した

広報紙を作成し、全戸配布しました。 

活動期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

実施体制 
松浪地区まちぢから協議会 

書記、広報委員会 
周知方法 

全戸配布・公共施設等へ配架・ホ

ームページ 

参加者数 
広報発行対象（松浪地区） 

１０，３７７世帯 
実施日 

第２９号  ６月１５日発行 

第３０号 １２月１５日発行 

第３１号  ３月１５日発行 

事業の目的や効果は達

成できましたか 

松浪地区まちぢから協議会の活動状況について、周知することができました。ま

た、単位自治会や各団体の記事を併せて掲載することにより、地区住民に対し

て、地域活動団体の取り組みを周知することができました。 

事業を計画的に実施す

ることができましたか 

当初の計画どおり、事業を実施することができました。 

予算計画や予算配分は

適正でしたか 

当初の計画どおり、適正に支出しました。 

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか 

各役員や広報委員である PTAの皆さまのご協力により、各団体内でも意見を聞

き、広報紙に反映し、事業を実施することができました。 

また、地域住民に伝わりやすく、より興味・関心を持ってもらえるよう、レイア

ウト等についても創意工夫して取り組みました。

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか 

広報委員会が役割を分担し、学校関係の記事集めや写真撮影等を行い、精力的に

活動を進めました。 

また、松浪小学校の誕生秘話を紹介する「松浪地区さんぽ道」の継続的な連載、

ごみ削減のため地域からアイデアを募集し掲載するなど、情報の幅を広げ、取材

も積極的に行いました。 

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか 

まだまだ担い手の発掘には繋がっていませんが、まちぢから協議会の活動を地

区内へ全戸配布して周知啓発を行っていることから、これからも発行を継続し、

活動に興味を持ってもらえるよう事業を継続したいと考えています。 

課題と今後の展望につ

いて 

例年課題となっている自主財源の確保については、引き続き地区内の事業所

等にご協力をいただけるよう検討を進めます。 

また、引き続き同仕様で広報紙を発行し、併せて定期的な更新によりホームペー

ジの充実にも取り組んでいきます。 
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収支決算書 

収入 

 科 目  予 算 額  決 算 額  内 訳 

補助金 360,000 360,000 認定コミュニティ特定事業助成金 

計 360,000 360,000  

支出 

 科 目 予 算 額 決 算 額  内 訳 

委託料 328,812 353,628 

印刷委託（仕分け作業含む） 

（年間９，４００部×３回） 

第２９号＝A4両面９，４００部（全戸配布） 

（税込117,876円） 

第３０号＝A3両面９，４００部（全戸配布） 

（税込117,876円） 

第３１号＝A3両面９，４００部（全戸配布） 

（税込117,876円） 

予備費 31,188 0  

市へ返還 6,372  

計 360,000 

0

360,000  

＊対象経費は、領収証等により、認定コミュニティが支払ったことが確認出来ることが必要です。 
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令
和
5
年
6
月
1
5
日
発
行（
第
2
9
号
）

発
行
：
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

Ｈ
Ｐ
：
ht
tp
s:
//
ch
ig
as
ak
i-m
ac
hi
re
n.
or
g

/m
at
un
am
i/

印
刷
：（
有
）
仲
手
川
印
刷

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
分

類
が
5類
と
な
り
、
よ
う
や
く
マ
ス
ク
越

し
で
は
無
く
笑
顔
で
会
話
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
と
し

て
も
、
令
和
４
年
度
の
終
わ
り
に
賀
詞

交
歓
会
・
春
の
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

編
集
後
記

★
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
「
あ
た
り
ま
え
」
で
あ
っ
た
日
々
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
規
制
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に

感
謝
と
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
松
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
：
渡
邊
真
希
）

★
今
年
度
よ
り
、
地
域
学
校
PT
A
と
今
ま
で
よ
り
も
活
動
が
活
発
に
な
り
、
色
々
な
所
で
関
わ
り
を
持
て
る
事
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
つ
な
み

だ
よ
り
を
通
し
て
多
く
方
に
活
動
を
知
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

  （
汐
見
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
：
井
上
あ
ゆ
み
）

総
会
の
様
子

「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
」
研
修
会

「
春
の
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
「
こ
み
せ
ん
寄
席
」

3月
１
５
日
に
神
奈
川
県
警
察
の
方
を
お
招
き
し
て
、
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
自
転
車
事
故
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
近
年
の
状
況
や
令
和
４
年
１
１
月
に
決
定
さ
れ
た

「
自
転
車
安
全
利
用
５
則
」の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
転
車
安
全
利
用
５
則
」は
、

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を

優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
　
に
な
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
４
月
か
ら
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
茅
ヶ
崎
市
は
自
転

車
の
事
故
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
松
浪
地
区
は
ワ
ー
ス

ト
３
に
入
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
一

人
一
人
が
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
神
奈
川
県

警
察
の「
自
転
車
に
乗
る
時
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
」の
リ
ン
ク
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

よ
う
や
く
コ
ミ
セ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
が

復
活
し
ま
し
た
。

３
月
に
は
、「
春
の
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
２
０
人
あ
ま
り
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
大
盛
況
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
桜
を

飾
り
、「
春
」や
「
さ
く
ら
」に
ち
な
ん
だ
曲

を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
し
ば
し
会
場
は
春
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
「
松
浪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

こ
の
４
月
か
ら「
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
皆
様
の

日
常
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
一
番
の
特
徴
は
、「
松
浪

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。『
あ
な
た
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
松
浪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
若
者
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
様
こ
れ
か
ら
も「
松
浪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
活
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
Q
Rコ
ー
ド
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ht
tp
s:
//
ch
ig
as
ak
i-
m
ac
hi
re
n.
or
g/
m
at
un
am
i /

そ
し
て
5月
17
日
に
は
総
会
を
開
催
し
、
令
和
5年
度
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
慶
應
義
塾
大
学
落
語
研
究
会
に
よ
る
落
語
会
、
地

域
小
・
中
学
校
の
校
長
教
頭
先
生
の
歓
送
迎
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
後
も
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合
わ

せ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
立
案
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
 　
　
会
長
　
　
前
田
　
　
積

令
和
５
年
５
月
１
７
日（
水
）に
「
令
和
５
年
度
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
定
期
総
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
３
３
名
の
運
営
委
員
が
出
席
し
、
市
民
自
治
推
進
課

か
ら
は
三
浦
課
長
を
は
じ
め
、
４
名
の
方
々
の
出
席
を
戴
き
ま
し

た
。
事
前
渡
し
の
総
会
資
料
よ
り
令
和
４
年
度
の
ま
ち
ぢ
か
ら
協

議
会
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
松
浪
自
治
会
館
の
決
算
報
告
、

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
の
家
な
み
っ
こ
指
定
管

理
業
務
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
ま
ち
ぢ
か
ら
協

議
会
役
員
、
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会

役
員
の
選
任
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予

算
案
、
松
浪
自
治
会
館
の
収
支
予
算
案
、
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
の
家
な
み
っ
こ
指
定
管
理
業
務
の
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
も
審
議
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
定
期
総
会
　
　
　
　
　
　
書
記
　
　
佐
々
木
睦
子

ま
た
、
５
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
落
語
会「
こ
み
せ
ん
寄
席
」を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
落

語
研
究
会
の
４
名
の

学
生
を
お
招
き
し
、

テ
ン
ポ
良
い
語
り
口
で

古
典
落
語
を
演
じ
ら

れ
る
と
会
場
は
一
気

に
噺
に
引
き
込
ま
れ
、

笑
い
に
包
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
。

後
半
は
大
喜
利
や
来
場
者
か
ら
の
質
問
に
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

回
答
で
盛
り
上
が
り
、
９
０
人
の
来
場
者
の
皆
様
の
笑
顔
を
見
れ

た
和
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

両
イ
ベ
ン
ト
共
に
コ
ミ
カ
フ
ェ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
イ
ベ

ン
ト
に
ち
な
ん
だ

美
味
し
い
ラ
ン
チ

や
デ
ザ
ー
ト
を
提

供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

27



松
浪
地
区
さ
ん
ぽ
道
  
  
  
 
～
松
浪
小
学
校
誕
生
物
語
9
～
元
松
浪
小
学
校
教
頭
　
鴨
志
田
　
聡

先
生
方
と
用
務
員
さ
ん
手
作
り
の
遊
具（
の
ぼ
り
棒
）

団
　
体
　
名

緑
が

浜
自

治
会

松
浪
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
な
み

松
浪
小
学
校
区
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

汐
見

台
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

緑
が

浜
小

学
校
Ｐ
Ｇ
Ｔ

松
浪

小
学

校
Ｐ
T
Ａ

松
浪

中
学

校
Ｐ
T
Ａ

公
募

委
員

新
委
員

神
野
　
未
喜

中
井
　
　
汎

峯
尾
　
武
巳

櫻
井
　
武
一

宮
田
　
沙
織

山
田
　
清
機

雨
宮
　
志
穂

渡
邊
　
真
希

川
田
　
昌
子

長
﨑
　
利
明

近
藤
　
裕
美

役
　
職

会
　
長

副
会
長

会
　
計

書
　
記

監
　
事

氏
　
名

前
田
 　
　
積

末
松
　
一
豊

杉
本
　
　
誠

佐
々
木
 睦
子

峯
尾
　
武
巳

中
村
　
和
美

朝
岡
　
通
光

渡
邊
　
勇
次

中
井
　
　
汎

小
村
方
 秀
勝

辻
　
　
俊
子

役
　
職

委
員

長
副
委
員
長

会
計

常
任
委
員

氏
　
名

前
田
 　
　
積

朝
岡
 　
通
光 杉
本
 　
　
誠

佐
々
木
 睦
子

原
屋
敷
 典
子

中
井
　
　
汎

部
　
会
　
名
　
等

市
民

安
全

部
会

防
災

対
策

部
会

自
治

会
長

部
会

松
浪
コ
ミ
カ
フ
ェ
委
員
会

松
浪
自
治
会
館
管
理
運
営
委
員
会

役
　
職

部
会
長

副
部
会
長

部
会
長

副
部
会
長

部
会
長

委
員
長

会
　
計

氏
　
名

白
石
 　
壽
明

瀧
川
 　
一
輝

上
原
　
新
一

谷
口
 　
　
哲

渡
邊
 　
勇
次

原
屋
敷
 典
子

吉
田
 ひ
ろ
み

令
和
5
年
度
　
新
役
員
等
の
報
告

令
和
5
年
度
　
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
関
係
行
事
予
定
一
覧

期
　
日

８
月（
土
曜
日
）

９
月（
土
曜
日
）

１
０
月（
土
曜
日
）

１
０
月（
日
曜
日
）

１
０
月（
日
曜
日
）

１
１
月（
日
曜
日
）

１
月（
土
曜
日
）

２
月（
土
曜
日
）

２
月（
水
曜
日
）

行
　
事

盆
踊
り
大
会
・
模
擬
店

松
浪
地
区
市
民
集
会

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

地
区
市
民
体
育
祭

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

地
区
防
災
訓
練

賀
詞
交
歓
会

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

視
察
研
修

場
　
所

松
浪
小
学
校

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

松
浪
小
学
校

松
浪
小
学
校

各
小
中
学
校

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

未
定

時
　
間
ー 未
定 ー ー ー 未
定

17
:0
0

13
:0
0

ー

主
催
等

体
育
振
興
会

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

体
育
振
興
会

地
区
社
協

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

地
区
社
協

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

松
浪
朝
市
　
　
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
　
8
:0
0
～
9
:0
0
　
※
1月
は
年
末
年
始
の
関
係
か
ら
第
３
日
曜
日
の
み

場
所
：
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

今
回
は
、
昭
和
４
０
年（
１９
６５
）３
月
発
行

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌『
ま
つ
な
み
』第
１２
号
に
掲
載

さ
れ
た
開
校
当
時
の
松
浪
小
学
校
卒
業
生
の

方
の
思
い
出（
紙
面
の
関
係
で
内
容
を
一
部
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
第
１
回
卒
業
生
Ａ
さ
ん

そ
の
こ
ろ
は
、
第
二
校
舎
が
た
っ
た
ひ
と
つ
と
ふ
つ
う
の
民
家

が
一
軒
、
校
内
に
あ
る
だ
け
で
ま
わ
り
は
畑
や
田
ん
ぼ
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
ふ
つ
う
の
民
家
の
よ
う
な
た
て
物
は
、
昔
の
寺
子

屋
の
よ
う
に
、
た
た
み
の
あ
る
教
室
で
、
そ
の
ほ
か
に
先
生
方

の
職
員
室
と
用
務
員
さ
ん
の
部
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
大
勢

の
お
友
だ
ち
と
勉
強
し
て
き
た
私
に
は
、
松
浪
に
来
て
、
先
生
や

お
友
だ
ち
が
と
て
も
少
な
く
、
設
備
が
と
と
の
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、

下
級
生
は
二
部
授
業
し
て
お
り
、
ま
た
、
か
わ
っ
た
教
室
が
あ
っ

た
り
し
て
何
を
す
る
に
つ
け
て
も
、
と
ま
ど
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
よ
そ
の
学
校
の
生
徒
と
ち
が
っ
て
五
年
生

の
こ
ろ
か
ら
最
上
級
生
だ
っ
た
の
で
、
先
生
方
よ
り
つ
ね
に
最
上

級
生
と
し
て
の
行
動
を
と
、
い
つ
も
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
先
生
方
や
父
兄
の
方
々
と

い
っ
し
ょ
に
松
浪
小
学
校
は
私
た

ち
が
つ
く
り
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
校
庭
に
植
木

を
植
え
た
り
、
運
動
場
の
石
や
ガ
ラ

ス
を
先
生
や
お
友
だ
ち
み
ん
な
で
ひ

ろ
っ
た
り
し
て
校
庭
づ
く
り
に
つ
と
め

ま
し
た
。

◆
第
２
回
卒
業
生
U
さ
ん

第
２
回
生
の
在
学
中
の
“特
権
”に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
す
べ
て
が
“新
品
”と
い
う
こ
と
で
す
。

机
も
い
す
も
黒
板
も
全
部
、
新
品
で
す
。
建
て
か
け
の
校
舎
に
入
っ

て
あ
ば
れ
た
り
、
ま
だ
紙
の
は
っ
て
あ
る
ろ
う
か
を
歩
い
た
り
、

引
越
し
で
新
し
い
机
と
い
す
を
持
っ
て
入
る
と
、
ペ
ン
キ
と
木
の

に
お
い
が
た
だ
よ
っ
て
き
て
、
ま
る
で
新
し
い
家
に
引
越
し
た
よ

う
な
気
分
で
し
た
。
床
も
き
れ
い
、
か
べ
も
真
っ
白
。
そ
う
じ
を

す
る
と
、
か
え
っ
て
よ
ご
れ
る
よ
う
に
感
じ
た
り
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
今
の
人
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
二
つ
目
は
、“
二
部
授
業
”で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昼
ご
ろ
学
校
に
行
っ
て
、
み
ん
な
が

授
業
を
や
っ
て
い
る
と
き
に
遊
ん
で
い
る
の
は
気
分
が
よ
か
っ
た

で
す
。
朝
お
そ
く
ま
で
家
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
最
高
の
魅
力
で
し

た
。
三
番
目
は
エ
バ
レ
タ
こ
と
で
す
。
三
年
の
こ
ろ
か
ら
上
級
生

で
す
か
ら
、
お
こ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
遊
び
も
じ
ゃ
ま
さ
れ

な
く
て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
週
番
と
か
放
送
と
か
低
学
年
の
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
し
、
上
級
生
と
し
て
の「
も
は
ん
」を
し

め
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
れ
な
り
の
苦
労
は

あ
り
ま
し
た
が
、
エ
バ
レ
タ
こ
と
は
事
実
で
す
。
ま
た
、
神
戸
銀

行
の
寮
で
の
部
屋
で
の
授
業
な
ん
て
暗
く
て
せ
ま
く
て
、
環
境
と

し
て
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昔
の
寺
子
屋
か
、

山
奥
の
分
校
み
た
い
で
ち
ょ
っ
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
残

念
だ
っ
た
こ
と
は
、
ピ
ア
ノ
も
本
も
実
験
器
具
も
新
品
だ
っ
た
の

で
す
が
、
教
室
が
足
ら
な
く
て
十
分
に
使
え
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

（
次
号
か
ら
は
校
歌
に
ま
つ
わ
る
話
題
に
進
み
ま
す
。）

（
参
考
資
料
：
平
成
８
年
PT
A広
報
誌
特
集「
松
浪
小
学
校
の
生
い
立
ち
と
あ
ゆ
み
」）

学
　
校
　
名

松
浪
小
学
校

緑
が
浜
小
学
校

汐
見
台
小
学
校

松
浪
中
学
校

浜
須
賀
中
学
校

校
長
先
生

日
高
　
恭
子

菅
野
　
康
一

大
越
　
敏
孝

工
藤
 裕
一
郎

一
星
　
光
利

教
頭
先
生

石
川
　
秀
美

村
越
 さ
ゆ
り

楠
山
 小
百
合

中
川
　
美
幸

尾
木
 左
紀
子

令
和
5
年
度
　
松
浪
学
区
小
・
中
学
校

校
長
先
生
／
教
頭
先
生

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

総
　
会

運
営
委
員
会

会
長
　
副
会
長
　
会
計
　
書
記
　
監
事

部
会
長
　
委
員
　
公
募
　
推
薦

役
員
会

会
長
　
副
会
長
　
会
計
　
書
記

部
　
会

市 民 安 全 部 会

防 災 対 策 部 会

自 治 会 長 部 会

松 浪 コ ミ カ フ ェ 管 理 運 営 委 員 会

松 浪 自 治 会 館 管 理 運 営 委 員 会

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
委
員
会

委
員
長（
館
長
）　
副
委
員
長

会
計
　
常
任
委
員

事
務
員（
ス
タ
ッ
フ
）

松
浪
コ
ミ
セ
ン
及
び
子
ど
も
の
家

な
み
っ
こ
の
管
理
運
営

カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ

コ
ミ
カ
フ
ェ
の
運
営

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
新
運
営
委
員

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
役
員

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
部
会
長
ほ
か

松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
役
員

松
浪
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
紹
介

松
浪
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
紹
介

現
在
、
松
浪
地
区
老
連
に
加
盟
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
主
に

各
自
治
会
に
所
属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
９
ク
ラ
ブ
で
構
成
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
総
数
は
約
３
８
０
人
で
す
。
団
体
と
し
て
の
活
動
は
２
ヶ

月
に
１
度
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
集
い
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
定
例
会
で
は
連
合
会
と
し
て
の
活
動
予
定
及
び
テ
ー
マ
に
基

づ
い
た
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
と
し
て
は
毎
年
６
月
頃
に
浜
須
賀
会
館
に
て
演

芸
大
会
、
９
月
頃
に
健
康
教
室
、
３
月
頃
に
日
帰
り
バ
ス
旅
行
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
茅
ヶ
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
開
催
す
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行（
９
月
と
１１
月
の
年
２
回
）老
人
ク

ラ
ブ
大
会
、
大
運
動
会
等
へ
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
直
近
の

バ
ス
旅
行
は
昨
年
１１
月
に
茅
老
連
主
催
で
群
馬
方
面
へ
行

き
、
り
ん
ご
狩
り
と
紅
葉
見
学
を
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
茅
老

連
全
体
で
６
２
２
名
、
松
浪
地
区
老
連
か
ら
は
５
５
名
の
参
加

で
し
た
。
又
、
今
年
３
月
に
実
施
し
た
松
浪
地
区
老
連
主
催
の

日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
栃
木
方
面
へ
行
き
、
い
ち
ご
狩
り
と
２
ヶ

所
属

団
体

活
動

の
紹

介

松
浪
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
　
小
村
方
　
秀
勝

所
の
桜
見
学
を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
全
体
で

７
０
名
で
し
た
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
は
９
月
１６
日（
土
）に
健
康
教
室
を
開
催

予
定
。
第
1部
に
体
操
の
先
生
を
お
招
き
し
て「
健
康
体
操
」を
、

第
2部
に「
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
と
フ
ラ
の
集
い
」を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
松
浪
地
区
老
連
に
加
入
し
て
頂
き
ま
す
と
各
老
人
ク
ラ
ブ

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
上
記
記
載
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
て
頂
き
、
ご
一
緒
に
楽
し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
新
規
加
入

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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松
浪
地
区
の
皆
様
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
よ
う
や
く
マ
ス

ク
無
し
の
笑
顔
で
会
話
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

主
催
の
行
事
も
、
年
内
に
予
定
し
て

い
た
も
の
は
概
ね
終
わ
り
、
残
す

は
１
１
月
２
６
日
の『
松
浪
地
区
防
災
フ
ェ
ア
』の
み
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
は
、『
市
民
集
会
』と
『
茅
ヶ
崎
市
地
域
集
会
施
設
連
絡
会

研
修
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
の
昼
食
の
コ
ミ
カ
フ
ェ
特

製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
は
、
各
施
設
か
ら
参
加
さ
れ
た
７
０
名
余
り

の
方
々
よ
り
、「
美
味
し
か
っ
た
」と
大
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

★
１
０
０
０
人
を
超
え
る
児
童
数
の
松
浪
小
学
校
で
す
が
１
０
⁄２
１（
土
）
無
事
に
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童
は
お
弁
当
を
持
っ
て
１
日
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
白
熱
し
た
競
技
や
演
技
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
高
学
年
の
係
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
姿
に
感
心
さ
せ
ら
れ
達

成
感
い
っ
ぱ
い
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

  （
松
浪
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
：
山
崎
裕
子
）

★
緑
が
浜
小
で
は
入
場
制
限
な
し
で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
音
楽
家
を
招
い
て
の
芸
術
鑑
賞
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
が
終
息
し
て
き
た
と
安
堵
す
る
間
も
な
く
、
戦
禍
が
世
界
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
を
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
、
見

識
の
な
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
。

  （
緑
が
浜
小
Ｐ
.Ｇ
.Ｔ
.会
長
　
山
田
清
機
）

休
日
返
上
で
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
カ
フ
ェ
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１
０
月
は
、
前
々
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
た『
松
浪
コ
ミ
セ
ン
ま

つ
り
』を
開
催
し
ま
し
た
。
朝
は
雨
模
様
の
な
か
虹
が
輝
き
、
佐

藤
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
が
来
ら
れ
た
時
間
帯
に
は
、
す
っ

か
り
雨
も
上
が
り
ま
し
た
。
河
野
大
臣
も
来
館
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
運
営
委
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
コ
ミ
セ
ン
利
用
団
体
の

皆
様
、
松
浪
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
―
―
当
日
は
準
備
か
ら

後
片
付
け
ま
で
、
一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
９
日（
土
）、

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
主
催「
松
浪
地
区
市
民
集

会
」が
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
参

加
者
は
、
茅
ヶ
崎
佐
藤
市
長

と
市
職
員
１
２
名
、
市
議
会
・

県
議
会
議
員
５
名
、
そ
れ
に
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
も
含
む
一
般
参

加
者
３
５
名
、
計
５
２
名
で
し
た
。
住
民
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
要

望
は
、
生
活
環
境
１
３
件
、
防
災
対
策
４
件
、
市
民
安
全
１
件
，

そ
の
他
１
件
で
し
た
。
生
活
環
境
の
ご
み
問
題
が
３
件
、
そ
れ
に

防
災
対
策
の
４
件
は
い
ず
れ
も
地
域
住
民
全
体
に
関
わ
る
問
題
の

た
め
、
今
年
度
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
。
行
政
か
ら
は
意
見
・
要

望
１
９
件
全
て
に
対
し
て
回
答
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、「
令
和
５
年

度
松
浪
地
区
市
民
集
会
の
回
答
」を
ま
と
め
た
回
答
集
を
、
意
見
・

要
望
提
出
者
と
市
民
集
会
参
加
者
全
員
に
配
布
し
た
。

主
要
テ
ー
マ
に
入
る
前
に
行
政
か
ら
ご
み
問
題
に
関
連
し
て
、

昨
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
ご
み
有
料
化
の
効
果
に
つ
い
て「
ご

み
有
料
化
に
伴
う
ご
み
排
出
量
の
変
化
」の
説
明
、
５
月
に
実
施

さ
れ
た「
ご
み
有
料
化
及
び
戸
別
収
集
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」の
速
報
結
果
、
そ
れ
に
防
災
対
策
の
一
環
と
な
る「
災
害
時

の
在
宅
避
難
の
支
援
体
制
」に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
詳
細
は
現
在
作
成
中
の
議
事
録
に
記
載
、
市
民
集
会
回
答
集

と
同
様
に
、
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
冒
頭
に
佐
藤
市
長
か
ら
は「
こ
れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
な
か
住
民
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
規
制
を
設
け
て
不
都
合
な
こ
と
を
お
願

い
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
街
が
動
き
出
し
た
。
地
域
の

活
性
化
は
地
域
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
出
来
る
こ
と
で
、
行

政
も
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
日
の
議
題
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

あ
し
た
へ
の
茅
ヶ
崎
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」（
要
旨
）と
力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

松
浪
地
区
さ
ん
ぽ
道
  
  
  
 
～
松
浪
小
学
校
誕
生
物
語
１
０
～
元
松
浪
小
学
校
教
頭
　
鴨
志
田
　
聡

◆
左
の
松
浪
小
の
校
歌
の
歌
詞
は
開
校
当
時
の
学
区
の
様
子
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
一
番
の「
光
る
麦
の
ほ
」

「
た
か
な
く
　
ひ
ば
り
　
友
を
呼
ぶ
」の
歌
詞
か
ら
は
、
学
校
の
周
り
に
は
、
ひ
ば
り
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ぶ
、
麦
畑

が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宅
地
化
が
進
ん
だ
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
情
景
で
す
。

こ
の
麦
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
は
、
大
麦
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の

茅
ヶ
崎
駅
北
側
に
は「
日
本
精
麦
」の
広
い
工
場（
昭
和
１
９
年
に
横
須
賀
か

ら
移
転
）が
あ
り
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
大
麦
を
焙
煎
す
る
香
ば
し
い
香
り
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。
工
場
の
跡
地
は
、
現
在
は
ロ
コ
ス
ポ
ー
ツ
・
湘
南
と
モ

キ
チ
・
フ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の「
日
本
精
麦
株

式
会
社
」の
門
柱
は
両
社
の
入
口
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
精
麦
に
収
穫

し
た
大
麦
を
納
め
る
農
家
が
、
当
時
の
茅
ヶ
崎
に
は
多
く
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
松
浪
地
区
に
お
い
て
も
、
畑
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
は
じ
め
、
日

本
精
麦
向
け
の
大
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
校
歌
の
三
番
に
は
よ
く
見
る
と
、
あ
れ
？
と
思
わ
れ
る
歌
詞
が
出
て
き
ま
す
。

　「
ひ
が
し
浪
山
　
こ
け
む
し
て
」と
い
う
部
分
で
す
。
松
浪
地
区
に「
山
」

な
ん
て
あ
る
の
？
と
、
赴
任
し
て
子
ど
も
た
ち
の
歌
う
校
歌
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
気
に
な
り
調
べ
て
み
る
と「
浪
山
」と
い
う

小
字（
こ
あ
ざ
：
現
在
の
行
政
地
名
と
は
ち
が
う
、
昔
か
ら
地
域
に
あ
っ
た

古
い
地
名
）が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
小
字
を
記
し
た

地
図
に
よ
れ
ば
、
松
浪
小
の
東
一
帯
は「
浪
山
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
に
も
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
今
の
松
浪
小
学
校
が
あ
る
場
所
の
東

側
が「
浪
山
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
松
浪
小
か
ら
小
和
田
保
育
園
南
側
の

「
茅
ヶ
崎
市
指
定
保
存
樹
林
」が
あ

る
一
帯
で
す
。

ま
た
、
学
校
の
東
門
か
ら
桜
道

に
で
る
道
沿
い
に
は
、
畑
か
ら
一
段

切
り
立
つ
よ
う
に
高
く
な
っ
て
い
る

地
形
が
、
今
で
も
は
っ
き
り
残
っ
て

い
ま
す
。
明
治
３
９
年
の
測
量
地
図

に
も
、
高
ま
り
を
示
す
場
所
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。（
黄
色
い
部
分
）

こ
う
し
た
地
域
の
特
徴
を
取
り
入

れ
た
歌
詞
の
作
詞
者
は
、
松
浪
小

学
校
校
舎
建
設
委
員
長
を
務
め
ら

れ
た
小
生（
こ
い
け
）第
四
郎
さ
ん
で

し
た
。
地
域
と
共
に
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
こ
う
と
い
う
教
育
理
念
が

こ
め
ら
れ
た
校
歌
だ
と
思
い
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
 　
　
会
長
　
　
前
田
　
積

令
和
5
年
度
松
浪
地
区
市
民
集
会

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
 　
　
書
記
　
　
中
井
　
汎

一
．
ひ
か
る
麦
の
ほ
　
青
い
空

　
　
た
か
な
く
　
ひ
ば
り
　
友
を
呼
ぶ

　
　
ふ
く
ら
む
胸
の
　
わ
れ
ら
ま
た

　
　
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
　
は
げ
ま
な
ん

　
　
松
浪
　
松
浪
　
小
学
校

二
．
朝
に
あ
か
ね
に
　
さ
え
る
富
士

　
　
妙
な
る
調
べ
　
相
模
灘

　
　
豊
か
に
こ
こ
ろ
　
今
日
も
ま
た

　
　
師
を
慕
い
つ
つ
　
学
ば
な
ん

　
　
松
浪
　
松
浪
　
小
学
校

三
．
ひ
が
し
浪
山
　
こ
け
む
し
て

　
　
八
松
の
あ
と
　
夢
濃
し

　
　
文
化
の
花
の
　
匂
い
満
ち

　
　
わ
れ
ら
が
希
望
　
ゆ
る
ぐ
ま
じ

　
　
松
浪
　
松
浪
　
小
学
校

明
治
３
９
年
測
量
地
図

明
治
期
の
茅
ヶ
崎
野「
小
字
」

現 ・ 学 園 通 り

浪
小

令
和
5
年
1
2
月
1
5
日
発
行（
第
3
0
号
）

発
行
：
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

Ｈ
Ｐ
：
ht
tp
s:
//
ch
ig
as
ak
i-m
ac
hi
re
n.
or
g

/m
at
un
am
i/

印
刷
：（
有
）
仲
手
川
印
刷
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秋
晴
れ
の
中
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
体
育

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
と
い
う
事
も
あ
り
今
回
の
体
育
祭
は
自
治
会
対
抗
を

無
く
し
、松
浪
地
区
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
参
加
出
来
る
種
目
に
絞
っ

て
の
開
催
で
し
た
が
、
思
っ
た
以
上
の
参
加
者
数
が
あ
り
盛
況
の

う
ち
に
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
各
地
区
委
員
の
方
達
、
松
浪

小
学
校
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

競
技
種
目
に
対
し
て
の
ご
意
見
、
感
想
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

来
年
度
の
実
施
に
対
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
事
も
合
わ
せ
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
段
取
り
に
手
間
取
り
大
変
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
競
技
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
の
笑
顔

や
声
援
に
報
わ
れ
た
思

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
て
更
に

良
い
形
に
な
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 今
年
度
は
球
技
大
会

も
盆
踊
り
も
開
催
が
出

来
ま
し
た
。
徐
々
に
今
ま

で
の
日
常
も
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
各
地
で
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
浪
地
区
の
中
で
体
育

振
興
会
と
し
て
皆
様
の
元

気
と
健
康
、
地
域
の
親

交
に
お
役
立
ち
出
来
る

こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
８
月
５
日
に
４
年
ぶ
り
に「
松
浪
地
区
盆
踊
り
大
会
」

が
松
浪
小
学
校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
温
暖
化
で
暑
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
盆
踊
り
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
地
域
の
方
や
浴
衣
を
着
た
子
ど
も
達
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
模
擬
店
も
開
か
れ
ま
し
た
。
か
ら
あ
げ
、
か
き
氷
、

チ
ュ
ロ
ス
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
と
こ
ろ
て
ん
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
久
し

ぶ
り
の
食
べ
物
で
は
、
１
０
０
人
あ
ま
り
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る

ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
て
く
じ
、
サ
イ
リ
ウ
ム
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
で
は
、
子
ど
も
達
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
手
伝

い
の
方
々
も
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
り「
夏
の
お
ま
つ
り
」を
楽
し

ん
だ
一
日
で
し
た
。

１
０
月
１
５
日（
日
）松

浪
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
、
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
共
催
の「
第

４
０
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」が
４
年
振
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

松
浪
地
区
の
福
祉
施

設
や
福
祉
関
連
団
体
が
一

同
に
集
い
、
地
域
に
住
む

様
々
な
方
が
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
今
後
の
福
祉
発
展

を
目
指
し
、
松
浪
小
学
校

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
当
日
朝
か
ら
の
雨
で
、

校
庭
で
予
定
さ
れ
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
も
一
部
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、

９：
３
０
開
催
宣
言
が
さ

れ
、「
第
４
０
回
福
祉

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」が

ス
タ
ー
ト
。
雨
が
激
し

く
な
る
中
、
来
場
者

も
徐
々
に
増
え
各
ブ
ー

ス
か
ら
は
活
発
な
質

疑
応
答
の
や
り
取
り

が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
浜
須
賀
中
学
校

弦
楽
合
奏
部
、
友
若

コ
ー
ラ
ス
、
ふ
れ
あ

い
活
動
ホ
ー
ム
あ
か
し
あ
、
イ
リ
マ
 マ
ヒ
プ
ア
 レ
ミ
 フ
ラ
ス
タ
ジ

オ
、
松
浪
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
松
浪
小
学
校
の
先
生
方
、

松
浪
中
学
校
、
浜
須
賀
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
さ
ん
、

そ
の
他
多
く
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
、
ご
協

力
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
陰
で
模

擬
店
、
会
場
内
と
も

に
大
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
致
し
ま
す
。

4
年
ぶ
り
の
第
4
0
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
　
　「
第
４０
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」　
実
行
委
員
長
　
　
神
野
　
未
喜

3
年
ぶ
り
の
体
育
祭

松
浪
地
区
体
育
振
興
会
　
　
副
会
長
　
　
新
倉
　
哲
也

朝
方
は
降
っ
て
い
た
雨
も
前
田
館
長

の
挨
拶
の
途
中
で
止
ん
で
晴
れ
間
が
！

開
会
式
で
は
松
浪
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
が
演
奏
し
て
く
だ
さ
り

場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

縁
日
コ
ー
ナ
ー
や
、
ち
ぇ
り
こ
さ
ん

の
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、
１
階
特
設
ス

テ
ー
ジ
、
２
階
ホ
ー
ル
で
の
発
表
・
体

ま
つ
な
み
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
開
催
！

松
浪
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
大
八
木
 久
美
子

松
浪
地
区
盆
踊
り
大
会
・
模
擬
店

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
　
書
記
　
　
佐
々
木
 睦
子

わ
が
街
の
福
祉
は
ふ
れ
あ
い
支
え
あ
い

コ
ミ
カ
フ
ェ

発
　
　
　
表

は
が
き
絵
、俳
句
、着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
　
素
敵
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

縁
日
コ
ー
ナ
ー

体
　
験
　
会

ア
フ
リ
カ
の
熱
い

リ
ズ
ム
を
体
感
で

き
ま
し
た
。

か
わ
い
い
子
ど
も

達
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

で
す
。

陳
式
太
極
拳

カ
ン
フ
ー
体
操

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
で
は

自
分
で
え
が
い
た
お
魚
を

泳
が
せ
ま
し
た
。

験
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
来
場
の
皆
さ
ま
に
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

準
備
か
ら
当
日
ま
で
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

展
　
　
　
示

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、さ
か
な
つ
り
、わ
な
げ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

人
気
の
コ
ミ
カ

フ
ェ
で
ほ
っ
と

一
息
。
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各
地
域
の
皆
さ

ま
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
６
年
の
元
日

も
天
候
に
恵
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
初
日
の

出
を
拝
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
能
登
半
島
地
震
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

編
集
後
記

★
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
大
半
が
4
年
ぶ
り
の
復
活
で
し
た
が
、
関
係
者
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
や
り
遂
げ
ら
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   （
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
書
記
　
中
井
　
　
汎
）

★
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
地
区
担
当
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
松
浪
地
区
の
活
動
は
と
て
も
活
発
的
で
、
何

よ
り
「
人
の
温
か
さ
」
を
感
じ
た
１
年
で
し
た
。
引
き
続
き
、
活
動
を
支
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

（
市
役
所
　
市
民
自
治
推
進
課
　
池
亀
　
美
和
）

５
類
に
移
行
さ
れ
た
事
か
ら
、
笑
顔
で
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
運
営
委
員
会
も
１
月

の
賀
詞
交
歓
会
か
ら
春
の
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
、
落
語
会
、
コ
ミ

セ
ン
ま
つ
り
、
松
浪
地
区
防
災
フ
ェ
ア
等
、
全
て
の
年
間
事
業
が

予
定
通
り
に
実
施
出
来
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。令
和
６
年
も
、

１
月
か
ら
賀
詞
交
歓
会
を
は
じ
め
、
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
事

業
を
計
画
予
定
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
６
年
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
１
３
日（
土
）に
松
浪
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
松
浪
地
区
賀
詞
交
歓
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
茅
ヶ
崎

市
か
ら
佐
藤
市
長
始
め
、
塩
崎
・
岸
両
副
市

長
な
ど
職
員
１
１
名
・
茅
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
内
小
中
学
校
関
係
者
、
及
び

市
議
会
議
員
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
を
賜
り
、
ま
ち
ぢ
か
ら

協
議
会
団
体
の
方
々
を
含
め
、
総
勢
７
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 ま
ず
は
、
末
松
副
会
長
か
ら
、
哀
悼
の
意
を
表
し
て
元
旦
に
起

き
た
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
前
田

会
長
は
、
開
会
挨
拶
で
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
の
方
々
へ

の
お
見
舞
い
の
言
葉
が
あ
り
、
元
旦
の
素
晴
ら
し
い
初
日
の
出
に

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
が
輝
か
し
く
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
今

年
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し
て
い
る
の
で
行
政
や
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
、
佐
藤
光
市
長
は
、
能
登
半

島
の
地
震
に
よ
り
、
活
動
を
自
粛
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

方
々
は
こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
お
互

い
が
協
力
し
て
地
域
活
動
を
停
滞
さ
せ

な
い
で
茅
ヶ
崎
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
竹
内
教
育
長

の
ご
挨
拶
の
後
、
汐
見
台
小
学
校
大
越

校
長
先
生
が
、
松
浪
地
区
で
各
々
の
学
校
で
学
校
運
営
委
員
会

が
た
ち
あ
が
り
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
方
と々
も
に
協
働
し
て

松
浪
地
区
の
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
き
た
い
と
乾
杯
の
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
、
み
な
さ
ん
で
乾
杯
し
お
弁
当
を
会
食
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
時
間
の
間
に
あ
ち
こ
ち
で
雑
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。
日
頃
顔
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
話
し
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
皆
様
と
、
何
の
て
ら
い
も
な
く
た
だ
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
う
い
っ
た
貴
重
な
場
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
が
繋
が
り
理
解
し
あ
え
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
災
害
の
時
も
必
ず
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最

後
は
、
朝
岡
副
会
長
の
三
本
締
め
で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。「
街
を

つ
く
っ
て
い
く
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
世
代
と
の
交
流
は
楽
し
い
よ
」と

い
う
こ
と
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
、
自
治
会
活
動
や
各
種

団
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
を
持
ち
参
加
し

て
く
だ
さ
る
方
が

こ
れ
か
ら
も
増

え
、
地
域
の
皆
さ

ま
が
楽
し
く
活
動

で
き
る
１
年
で
あ

る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
 　
　
会
長
　
　
前
田
　
積

松
浪
地
区
賀
詞
交
歓
会

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
　
　
書
記
　
　
佐
々
木
 睦
子

松
浪
一
丁
目
自
治
会

松
浪
一
丁
目
自
治
会

松
浪
一
丁
目
自
治
会
　
会
長
　
　
白
石
　
壽
明

当
初「
小
和
田
自
治
会
」の
名
称
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
１９
８
４
年
４
月

に
現
在
の
名
称「
松
浪
一
丁
目
自
治
会
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

当
自
治
会
は
Ｊ
Ｒ
辻
堂
駅
か
ら
近
い
た
め
通
勤
の
便
が
良
く
、
ま
た

海
へ
も
徒
歩
で
も
行
け
る
こ
と
も
あ
り
、
最
近
は
若
い
世
代
の
転
入
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
１
１
月
現
在
松
浪
一
丁
目
の
居
住
世
帯
は

７２
８
世
帯
で
そ
の
う
ち
の
５２
４
世
帯
が
自
治
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

当
自
治
会
は
道
幅
が
狭
く
、
行
き
止
ま
り
が
多
い
住
宅
密
集
地
区
で

あ
り
、
災
害
時
ク
ラ
ス
タ
ー
火
災
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自

治
会
で
は
消
火
器
を
多
数
街
頭
に
配
置
、
防
災
に
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
防
災
に
対
す
る
会
員
の
意
識
が
徐
々
に
向
上
し
、
昨
年
１
１
月
に
開

催
さ
れ
た「
防
災
フ
エ
ア
」で
自
治
会
員
の
安
否
確
認
行
動
に
つ
い
て
は

８
割
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
住
民
同
士
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
自
治
会
独
自

の
行
事
と
し
て
、
３
月
に「
お
と
な
の
集
い
」、
６
月
に「
地
引
網
大
会
」、
７
月

に「
こ
ど
も
の
集
い
」９
月
に「
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」、
１０
月
に「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ま
つ
り
」等
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の「
地
引
網
大
会
」は
当
日
の
天
候

不
良
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
本
年
も
実
施
予
定
で
す
。
ま
た
松
浪
緑

地
で
実
施
し
て
い
る「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ま
つ
り
」は
緑
地
全
体
を
人
形
等
で
飾
り

付
け
、
仮
装
し
て
参
加
す
る
親
子

も
２
０
０
名
を
超
え
楽
し
い
お
祭

り
に
成
長
し
、
他
の
地
区
か
ら
の

見
学
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

各
種
行
事
に
会
員
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

松
浪
二
丁
目
自
治
会

松
浪
二
丁
目
自
治
会

松
浪
二
丁
目
自
治
会
　
会
長
　
　
長
谷
川
　
清

コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
多
く
の
行
事
が
中
止
と

な
り
、
こ
の
間
に
環
境
美
化
活
動
の
一
環
と

し
て
ご
み
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
燃
や

せ
る
ゴ
ミ
置
き
場
に
は
カ
ラ
ス
か
ら
の
被
害

対
策
と
し
て
黄
色
い
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た

が
、
対
策
は
十
分
で
は
な
く
、
周
辺
に
ご
み
が
散
乱
す
る
と
い
う
苦
情
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス（
商
品
名
：
カ
ラ
ス
い
け
い
け
）

を
全
額
自
治
会
負
担
で
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
過
去
４
年
間
で
４９

カ
所
、
金
額
に
し
て
1,
30
0,
00
0円
の
設
備
投
資
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

多
く
の
方
か
ら
、
カ
ラ
ス
の
被
害
が
な
く
な
っ
た
、
立
体
的
に
収
納
で
き

る
の
で
ゴ
ミ
置
き
場
の
周
辺
が
き
れ
い
に
な
っ
た
、
ゴ
ミ
出
し
の
手
間
が

簡
単
と
な
り
子
供
で
も
お
手
伝
い
が
出
来
る
等
好
評
で
す
。

４
年
ぶ
り
の
も
ち
つ
き
大
会
を
､２
月
１
７
日（
土
曜
日
）松
浪
公
園
で
実

施
し
ま
し
た
。
２
１
４
名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。
小

さ
な
お
子
様
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
も
ち
米
２
４
kg
を
８
回
に
分
け

打
ち
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
松
浪
二
丁
目
は
新
し
い
住

宅
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
日
は
､お
子

様
と
一
緒
の
若
い
ご
夫
婦
の
参
加
が

目
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
自
治

会
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
､若
い
方
に

も
ち
つ
き
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
自

治
会
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
必
要
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ひ
ば
り
が
丘
自
治
会

ひ
ば
り
が
丘
自
治
会

ひ
ば
り
が
丘
自
治
会
　
会
長
　
　
渡
邊
　
勇
次

ひ
ば
り
が
丘
の
昔
は
一
面
の
畑
と
松
林
で
ひ
ば

り
が
飛
ん
で
い
た
こ
と
か
ら「
ひ
ば
り
が
丘
」と
つ
い

た
そ
う
で
す
。
大
正
時
代
は
私
立「
雲
雀
ヶ
丘（
ひ

ば
り
が
お
か
）小
学
校
」も
あ
り
、
小
和
田
村
の
一

部
で
し
た
。

現
在
の
ひ
ば
り
が
丘
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
私

達
の
ひ
ば
り
が
丘
、
も
う
ひ
と
つ
は
三
ヶ
丘
自
治
会

の
ひ
ば
り
が
丘
で
す
。
こ
の
件
は
防
災
の
集
計
や

学
校
の
地
域
割
り
等
に
つ
い
て
時
々
、
混
乱
が
あ

り
、
い
つ
か
は
統
一
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ひ
ば
り
が
丘
は
、
３
０
０
世
帯
未
満
の
小
人
数
の
た
め
に
役
員
の

選
出
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
が
、少
人
数
の
良
い
所
は
、要
支
援
者
、防
災
、

ト
ラ
ブ
ル
等
の
把
握
も
で
き
て
い
る
こ
と
で
、
平
和
な
町
と
思
っ
て
い
ま

す
。
松
浪
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
会
場
が
遠
い
た
め
に
参
加
者
が
少
な
い

こ
と
が
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
２
月
４
日
、
雨
模
様
寒
い
中

で
行
わ
れ
た「
も
ち
つ
き
大
会
」に
は
多
く
の
人
達
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
大
鍋
２
つ
の
豚
汁
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
企
画
次
第
で
大
勢
の
方
が

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
一
日
で
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
食
生
活
改
善
推
進
団
体
茅
波
会

茅
ヶ
崎
市
食
生
活
改
善
推
進
団
体
茅
波
会

食
生
活
改
善
推
進
団
体
　
　
菊
池
　
紀
子

お
い
し
く
楽
し
く
健
康
に
！
を
活
動
目
標
の
一
つ
と
し
て
、
家
族
や
地

域
の
方
々
が
食
生
活
を
通
し
て
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
学
び
、
考
え
、

実
践
す
る
会
が
、
私
の
所
属
す
る「
茅
ヶ
崎
市
食
生
活
改
善
推
進
団
体
茅

波
会
」で
す
。

一
月
は
、
男
性
の
料
理
教
室
と
、
老
人
会
の

料
理
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
季
節
な
の
で
、

あ
た
た
か
い
和
風
ス
ー
プ
や
、
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
摂
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
た
。

「
久
し
ぶ
り
！
元
気
だ
っ
た
？
」の
挨
拶
か
ら
、
友
人
、
知
人
、
新
し
い

ご
近
所
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
り
と
作
業
を
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
楽

し
く
作
り
、
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
又
、
私
達
も
毎
月
研
修
が
あ
り
、

幼
児
食
か
ら
高
齢
食
ま
で
、
テ
ー
マ
に
添
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
栄
養
士
さ

ん
の
講
義
の
後
、
実
習
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、「
中
高
生
の
お
弁

当
」が
テ
ー
マ
で
し
た
。
主
食
③
(ご
は
ん
・
パ
ン
等
) 主
菜
①
(肉
・
魚
等
) 

副
菜
②
(お
ひ
た
し
・
煮
〆
め
・
野
菜
炒
め
・
サ
ラ
ダ
等
)の
割
合
で
考
え
る

と
、
栄
養
面
も
、
見
た
目
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
な
る
そ
う
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、ボ
リ
ュ
ー
ム
も
、色
彩
り
も
、味
も
良
か
っ
た
の
で
、

地
域
の
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
伝
達
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

地
域

団
体

活
動

の
紹

介

令
和
6
年
3
月
1
5
日
発
行（
第
31
号
）

発
行
：
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

Ｈ
Ｐ
：
ht
tp
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//
ch
ig
as
ak
i-m
ac
hi
re
n.
or
g

/m
at
un
am
i/

印
刷
：（
有
）
仲
手
川
印
刷
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２
月
１
７
日（
土
）、
松
浪
コ
ミ
セ
ン
で
市
地
域
福
祉
課
職
員
、

市
社
協
職
員
、
そ
し
て
地
域
の
福
祉
関
係
者
な
ど
、
日
々
地

域
の
福
祉
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
５
４
名
の
参
加
者

が
、〝
自
分
事
と
し
て
考
え
よ
う
～
事
例
を
通
し
て
地
域
の
支
え
合

い
を
考
え
る
～
〟と
い
う
テ
ー
マ
で
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
事
例

検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。

事
例
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
ざ
な
み
」の
方
に
用
意
を
し
て

い
た
だ
き
、
初
期
の
認
知
症
と
分
か
っ
た
７
０
代
女
性
の
事
例
を

も
と
に
、
参
加
者
が
本
人
だ
っ
た
ら
、
家
族
だ
っ
た
ら
、
近
隣
・

知
人
だ
っ
た
ら
、
支
援
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
感
じ
る
か
、

何
が
出
来
る
か
な
ど
自
由
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
後
、
各
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
そ
れ
ま
で
繋
が
り
の
な
か
っ
た
方
達

が
、
熱
心
に
討
議
さ
れ
て
い
て
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
事
例
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た「
さ
ざ
な
み
」の
方

か
ら
、
こ
の
事
例
の
元
に
な
っ
た
女
性
が
、
早
期
に
相
談
を
さ
れ

た
の
で
、
現
在
は
い
ろ
い
ろ
な
助
け
を
受
け
、
前
向
き
に
元
気
に

生
活
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
周
り
の
人
々
の
気
付
き
や
声

掛
け
が
大
事
な
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

松
浪
地
区
さ
ん
ぽ
道
  
  
  
 
～
松
浪
小
学
校
誕
生
物
語
11
～
元
松
浪
小
学
校
教
頭
　
鴨
志
田
　
聡

前
回
は
松
浪
小
の
校
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
内
容
を「
松
浪
地
区
の
地
形
」と
い

う
視
点
で
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
松
浪
地
区
と
い
う
と
平
坦
な
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
転
車
な
ど
で
走
っ
て
い
る
と
、
意
外
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

あ
と
、
松
浪
地
区
は
低
い
土
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
校
歌
の
三
番
に「
ひ
が
し
浪
山
　

こ
け
む
し
て
」と
あ
る
よ
う
に
標
高
の
高
い
エ
リ
ア
が
多
い
の
で
す
。

松
浪
小
の
体
育
館
の
東
側
に
国
土
地
理
院
が
設
置
し
た
水
準
点
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と
松
浪
小
の
標
高
は

11
.5
6ｍ
で
、
50
ｍ
を
超
す
丘
陵
地
に
あ
る
小
出
小
を
除
く
と
、
市
内
の
小
学
校
で
３
番
目
の
高
さ
に
な
り
ま
す
。
左
の
明
治
４
０
年
測
量

地
図
に
よ
れ
ば
、「
浪
山
」と
思
わ
れ
る
場
所
の
標
高
は
13
.3
ｍ
で
、
そ
の
南
に
は
15
.3
ｍ
の
所

も
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ら
は「
砂
丘
」の
高
ま
り
で
す
。
今
で
は
上
に
建
物
が
た
っ
て
い
る

の
で
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
松
浪
地
区
は
砂
地
が
い
た
る
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

松
の
木
が
多
い
の
も
砂
地
の
特
徴
で
す
。

６
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
前
期
、
茅
ヶ
崎
は
相
模
線
の
香
川
駅
付
近
ま
で
が
海
で
し
た
。

気
候
の
寒
冷
化
に
と
も
な
っ
て
海
岸
線
は
少
し
ず
つ
南
に
後
退
し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
何
列
も
の
砂
丘
が
東
西
の
向
き
に
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
国
道
一
号
線（
東

海
道
）も
、
大
き
な
砂
丘
列
の
高
ま
り
の
上
を
通
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
松
浪
小
の
東
門
前

の
道
を
桜
道
に
出
る
途
中
の
も
の
で
す
が
、
左
の
駐
車
場
と
右
の
畑
よ
り
２
ｍ
ほ
ど
上
の
砂
丘

の
高
ま
り
に
住
宅
が
建
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
か
つ
て
の「
浪
山
」の
痕
跡

で
す
。
校
歌
の
歌
詞
が

地
域
の
地
形
の
成
り
立

ち
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
の
で
す
か
ら
、
小

生（
こ
い
け
）第
四
郎
さ

ん
の
作
詞
に
敬
服
で
す
。

松
浪
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

松
浪
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
高
田
　
陽
子

―
第
1
3
回
　
住
み
慣
れ
た
街
の
地
域
福
祉
を
考
え
る
地
区
懇
談
会
―

恒
例
の
松
浪
地
区
防
災
訓
練
を
２
０
２
３
年
１１
月
２
６
日
(日
)松

浪
小
学
校
、
松
浪
中
学
校
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
松
浪
地
区
防
災
訓
練
と
は
呼
称
せ
ず『
ま
つ
な
み
防
災

フ
ェ
ア
』と
し
て
地
域
の
皆
様
に
気
軽
に
参
加
し
て
頂
く
事
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』『
マ
ッ
プ

発
表
会
』『
炊
出
し
』を
企
画
し
、
更
に
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
型
訓
練

も
６
種
類
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
実
施
項
目
が
多
岐
に
渡
り
、

時
間
制
約
の
為
、
同
時
進
行
す
る
会
場
も
発
生
し
ま
し
た
。
今
年

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
イ
ベ
ン
ト
、
訓
練
を
通
じ
て
被
災
時
の
お
互
い

の
協
力
、
意
思
疎
通
、
献
身
的
な
共
助
が
必
要
な
点
を
理
解
し

て
貰
う
事
で
あ
り
。
更
に
松
浪
地
区
、
茅
ヶ
崎
市
内
に
お
け
る『
防

災
と
そ
の
備
え
』に
つ
い
て
、
各
自
治
会
員
個
々
に
防
災
へ
の
意

識
を
高
め『
備
え
』を
再
認
識
し
て
貰
う
事
で
す
。

当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
模
様
で
寒
い
日
で
し
た
が
、
各
自
治
会

は
安
否
確
認
訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
、小
学
校
、中
学
校
の
フ
ェ

ア
会
場
に
参
集
頂
き
ま
し
た
。
市
役
所
・
消
防
署
の
職
員
を
は
じ

め
多
く
の
関
連
の
皆
様
を
含
め
る
と
約
６
０
０
名
の
参
加
を
頂
き
ま

し
た
。
今
回
、
特
に『
炊
出
し
訓
練
』で
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
最
善
の
結
果
を
出
す
た
め
、
多
く
の
関
連
の
皆
様
か
ら
ご
支
援

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
無
事
に
調
理
し
配
膳
す
る
事
が
で
き
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
の

『
美
味
し
か
っ
た
！
』と
の
一
言
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

関
連
の
各
部
署
並
び
に
各
自
治
会
の
皆
様
ご
援
助
、
ご
協
力

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
ま
つ
な
み
防
災
フ
ェ
ア
』
の
開
催

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
 　
防
災
対
策
部
会
長
　
　
上
原
　
新
一

小
学
校
：
種
々
訓
練
(校
庭
)

小
学
校
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小
学
校
：
車
椅
子
搬
送
等
訓
練

中
学
校
：
マ
ッ
プ
発
表
会

炊
出
し
カ
レ
ー
す
い
と
ん

中
学
校
：
本
部
前
集
合

中
学
校
：
ペ
ッ
ト
対
応

小
学
校
：
車
椅
子
搬
送
等
訓
練

1
5
.3
m

1
3
.3
m
浪
山

★ 1
1
.5
m

松 浪 小

明
治
4
0
年
測
量
地
図

（
赤
い
数
字
は
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
る
標
高
で
す
）
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